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そtrD名 を知られ ている.□ ―ヘル トに作山 L

のインスピレーションを与えただけではなく、

lF盛 な演奏活動によって彼の作‖を「 1に広め

た。フラームスに

'|し

ても □―ベル ト死後、

創作 たのア トバイスを与え 少なからぬ形警

を及はじている

クララのビアニストとしての傑llし た華々

しい話fllは 1,世紀の■業界を彩ったばかり

か、歴史 1:多人な
'■

跡を残したか 他方 作
‖家としての側miも 忘れてはないない.彼 女

の Iキ 楽を端的に表」ならlU― ベルトよりし

り‖たてショバンよりもl17雑な″楽Jであり、 ド
イツ ロマンティシスムの'薫 り'と 級・から
lJぎ 出される11かなビアニズムにあるといえ

よう。作I:1に 溢れる腱しさと力強さ、そしC

時折1財かせる可lllな表■iは、人々の,心を癒じ

魁 rし てやまない

しかしなから そうしたクララの音楽その

ものを力る人は さほと多くはないと思われ
る.人

“

1晰家たちの形に隠れてきた感も否め

ないとはいえ 1「心の楽計の人子が‖|わない

1'riも あった。近年 とりわけ1996年  ドイツ
での「クララ シJ― マン渋後ri年 .L念 J行 1「
を機に 楽語やr,籍 ティスク年が多数口lさ
れ あらためてクララにilす る|':平 佃l ril認
識の後ヽ理が高よってきている.

当版は、クララ シ J―マンのビアノlt奏
山の企容を企2巻に1文めた (作劇|イ lヽF). 米

11'跛

“

1守,も 合め ‖:資卜I(rl・ド詰 Ijj版 譜)お
よび各版をIIi riし 然るべき校ilを 率

`て

、Fll代

版として提示するものである.

クララ自身十拠 したビアニストであったゆ

え そのビアノ■法よかなり高度なテクニッ
クを要する.演奏に際しては 作鋼,の意Xを
鑑みつつ演奏「 の 1人を施さなければな

らな

t、  1版ではそうした汗:奏 Lの Jll言 (テ Jナ
ーミク アーティキュレーション、迎指 ベグ
リング■)を語前i卜に刀■すことによって実践的

な版をめさした.

当1阪によリクララ シ1-マ ンの作11が 多
くの人たちに演奏され、理綺イされることを願

ってやまない.
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ララ シューマンの研究に力を注ぎ さ
まざまな機会に研究発表を行 うと共に
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「
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